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種子の乾燥に関す　る研究

第1報　SilicaGelによる概乾燥について

佐　野　稔　夫・佐　藤　由　治

（官娩県農試岩紹分場）

1・は　し　が　卓

品種の特性について．育成当時及至奨励品篭に採用時

の特性を維持保存す皐手段として，その種子を長組貯厳

し・これから年々利用することは黒糸化を防止する上に

有益である・この種子保存を考える場合には種子の活力

を害せずに乾嬢することは必属の条件であると共に，防

湿も大切な条件となるので，乾燥防湿剤としてのSHf〟

良は水稲もみの乾燥に利用出来るか，又その乾娘能力程

よについて錮査したので報告する．

2・　賦　■　方　法

1　供試材料：1蛇年産　水稲ササックレ

乙　供試条件

用　もみの条件：風乾もみ含水率班．8％

乾燥もみ含水率　5．8％

舵腱は熱風通風乾燥枚（池田製）で

如℃て以時間（含水率8．8％）引

続き餌℃で凱時間，計亜時間で瓦8

％に乾捜した．

（勿　＄〃川協j：青色㌫拍動鼠＝い一計剛融

封入時含水率0．5％

㈹　貯蔵容器：プラスチック製の中煮付円筒ケース

（容量5d）に入れ．セロテープで

封じ東にポリュチレン袋に入れた．

（4　貯蔵場所：暗室内

8　区の趨成

＄HのGIJ／重量比

▲　綱査

（lJ　含水率は払出赤外線含水率計で軸足

l勿　発芽率は幼芽助板の発生したもので旭日締切カ
で室内で行った．

古・賦鴨病巣と考喪

容器の貯厳場所である暗室内の温度は第1表のように
経過した．

琴1表　暗室の温度（℃）

85

≠鴫 月だr2 ．m 2 ．盟 8．7 18 ．14 ＆a 乳≦B も 4 4 ．11 亀18

2．巷 3．7 8．14 8．jn 8．≦塾 4．4 4．11 も18 6．1

最 高 気温 7．0 ■6．8 ＆8 11．7 18．4 18．8 18．6 l劫．5

5．5

13．Ol

l3 ．5

＆0

15．8

最 低 気 温 1．7 0．8 0．2 0 ．2 4．6 乱4 も5

平 均 気 温 4．4 8．6 8．3 6．7 8．9 ＆6 11．6

1もみ含水率

第2表の如くSiH押伽を封入したものは，当初含水

率が急減するが，その後は漸次緩饅となれその絶体量

は第1園の如く当然のことなカら風乾　みの方が乾無もみ

よりも，又＄血伽の量の多い方が含水率の減じ方が

大きく・含水率の低下が止まるまでの期胤も長かった．

すなわち風乾もみてはS抽如月りの量がレ切・∽5区で

は品目剛で・当初含水率14・8％から2．1・1．8％減じて

1乱0・ほ・7％に腹下したが．その後は減少し丘かった．

等量のレl区では鉱員伽で6．8％も減じて8％になったが，

Ⅷ日では7・5％・】仙日蝕では7・4％まで含水率が低下し

た・その助にある142・5・140・1瑠区てこ鮫堰時間では．8・

11・9・11・8％まで，1ペ区は亜日で10・8％まで，レ4区

は部日間で10・1％，1招区は706闇で8．7％まで含水

率は低下したが．それ以1には減少しなかった．

しかしもみ含水率の低い乾無もみ区・ではレ別・1月5区は14

日で0・4％減じたに止まク．5．4％以下にはならなかった．

又等量のレ1区で比旭日問に0・9％減じて4．9％になれ

100日間で4．3節まで低下し．その間にある1／は．5・1／10

●1ペ区では21日間で5．8・5．2・5．1％にな少．レ6区

は巷日間で5％に，レ4区は彪日間でも8％に，1々区

では56日間でも5％まで含水率の低下を示したが，それ

以下には乾醸しなかった．

2　SlH西＆J

当初の含水率は0・6％であったが，もみの乾嬢するにつ

れてSり細別は吸湿による色の変化を示した．封入lt》

日日における＄〃川QJの含水率並び紅色（肉眼観察）

は琴8表及び第1図の通わである．
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帯2表　もみ含水率の推移
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翳lF　鱒入1∞日機の含水半

第8舞：SH加QJの含水率と色（封入100巳後）

区
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淡．4
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SH鱒＆王の量の割合が小さいもの程含水率が高くをれ

色も青から淡く，束に赤白に変化を示した．

もみ金氷串が高く又SiJ如Gdの少いもの程，S日加QJの

含水率も高いが．このことは乾燥剤としての吸湿性の強

さを示すものであろうが．その強さヤ封入空気湿度の測

定が行われていないので，事象以外のことは判ら．ない．

さ　発芽串

努4表の通わで何れも障害があったとは思われない発

芽率を示した．

帯4表　発芽率　　　　（封入100日後）

区

4．　結　　　　び

従来乾蝕についての成績は数多く公表されているが，

踵子としての実用性（玉算農作物磯子法に定められた審

査規準には発芽畢朋％以上が合格品）を考慮し，長期貯

厳を前提として含水率を鳩％以下として保持するような

成績は少ない．これらも加温処理を除いては生石灰・塩

化石灰等で．これらは風化する上再生利用が困難である．

その点∫Hiが　G・Jは乾燥すれば繰返し利用出来る利点を

有する・種子の貯蔵量が少く，品複数の多い場合は自然

乾燥で含水率がu％前後のもみに．‾その1／4以上のgf拍〃

＆J舌封入すれば．発芽率を害せずに大村lP％以下の含

水率に乾燥させ鳥ことが出来る．又6％位の乾無もみに

ぶりi仰（別を封入した場合も発芽率を害さすに乾無及至

防湿が出米る．－


